








平 成 2 9 年 度  就 職 実 績

イ ン タ ー ン シ ッ プ

学　　科 企　　　業　　　名 就職者数

機械電気工学科

日立交通テクノロジー株式会社 １名

株式会社日立ハイテクノロジーズ １名

冨士高圧フレキシブルホース株式会社 １名

情報電子工学科
東ソー情報システム株式会社 南陽事業所 ２名

東ソー・ハイテック株式会社 １名

土木建築工学科

井森工業株式会社 １名

株式会社巽設計コンサルタント １名

周南市 ３名

情報電子工学専攻
東ソー情報システム株式会社 １名

株式会社日立ハイテクノロジーズ １名

環境建設工学専攻
周南市 １名

山口県 １名

学　　科 派　　遣　　先 人数 研修開始日 研修終了日

機械電気工学科２年

鋼鈑工業株式会社 １名 ８月２１日 ８月２５日
日立交通テクノロジー株式会社 ４名 ８月２１日 ９月　１日

株式会社日立ハイテクノロジーズ
１名
１名

８月２８日
９月　４日

９月　１日
９月　８日

冨士高圧フレキシブルホース株式会社 １名 ８月２８日 ９月　１日

機械電気工学科４年

鋼鈑工業株式会社 １名 ８月２１日 ８月２５日
東洋鋼鈑株式会社 下松事業所 １名 ９月　4 日 ９月　８日
株式会社日立ハイテクノロジーズ １名 ８月２８日 ９月　１日
冨士高圧フレキシブルホース株式会社 １名 ９月　4 日 ９月　８日

土木建築工学科４年

時盛建設株式会社 １名 ８月２１日 ９月　１日

洋林建設株式会社
１名
１名

８月２１日
８月２８日

９月　１日
９月　８日

下松市 １名 ９月　４日 ９月　８日

周南市
１名
２名

８月２８日
９月　５日

９月　１日
９月　８日

機械制御工学専攻
株式会社リライフ １名 ６月　１日 ７月３１日
下松市 １名 ６月　５日 ７月　７日
周南市 １名 ７月１０日 ７月２１日

情報電子工学専攻
株式会社宇部建設コンサルタント １名 ９月　４日 ９月　８日
株式会社日立ハイテクノロジーズ １名 ７月　３日 ８月３１日

環境建設工学専攻
株式会社巽設計コンサルタント １名 ６月　５日 ６月３０日
下松市 １名 ８月　１日 ９月　１日
周南市 ２名 ７月　３日 ７月３１日
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研 究 種 目 研　　　究　　　課　　　題 研究代表者

基盤研究（Ｃ） ミクロスケール・スラリー流れ可視化観察による研磨メカニズムの解
明

機械電気工学科
 福田　明

基盤研究（Ｃ） 質の高い情報通信技術者を育成するための総合的なカリキュラムの開
発と普及

情報電子工学科
 重村 哲至

基盤研究（Ｃ） 特例子会社−教育機関の産学連携による次世代人材育成に関する調
査・実践研究

機械電気工学科
 三浦 靖一郎

基盤研究（Ｃ） 超音波振動による衝撃吸収特性の解明 機械電気工学科
 鈴木 厚行

基盤研究（Ｃ） 針状金属ナノ粒子と樹脂を複合化した左手系複合材料の開発と応用 一般科目
 笠置 映寛

基盤研究（Ｃ） 小型船舶の情報孤立を防ぐための簡易 AIS を用いた G 空間情報活用
システムの構築

情報電子工学科
 浦上 美佐子

基盤研究（Ｃ） 省メモリ下における計算の効率化と基本的諸特性の理論的解明 情報電子工学科
 義永 常宏

基盤研究（Ｃ） CubeSat を利用した学士課程向けエンジニアリングデザイン教育シス
テムの開発

機械電気工学科
 北村 健太郎

基盤研究（Ｃ） 地域の老朽化鋼橋における耐荷性能の解析的検証～「あと●年」のニー
ズに応える～

土木建築工学科
 海田 辰将

挑戦的研究（萌芽） テープヒータ電力線を利用した園芸農業無線センサデバイス用非接触
給電システム

情報電子工学科
 山田 健仁

挑戦的萌芽研究 学校・地域社会・行政の連携による通学路安全対策の仕組みづくりに
関する実践的研究

土木建築工学科
 目山 直樹

若手研究（Ａ） ノイズマップ作成・活用に関する総合的研究 土木建築工学科
 平栗 靖浩

若手研究（Ｂ） ヒトの歩行及び障害物回避動作に関する視覚機能‐動作機序の解明 一般科目
 宇野 直士

若手研究（Ｂ） 「水と霧に触れる」総合的インタラクション技術の基盤確立 情報電子工学科
 古賀 崇了

若手研究（Ｂ） ハンズフリー音声認識・視線検出による上肢不自由者への文書作成支
援の確立

情報電子工学科
 宮㟢 亮一

奨励研究 “つなぐ”ＩＣＴ技術者の育成を目的としたＩｏＴ体感アクティブラー
ニング教材の開発

教育研究支援センター
 河村 麻子

奨励研究 クリンカアッシュを用いた寒冷地対応型舗装の開発に関する研究 教育研究支援センター
 福田　靖

科 学 研 究 費 助 成 事 業
　科学研究費助成事業は，我が国の学術を振興するため，人文・社会科学から自然科学までのあらゆる分野における
優れた独創的・先駆的な研究を格段に発展させることを目的とする研究助成費です。特に，大学等の研究者又は研究
者グループが自発的に計画する基礎的研究のうち，ピア・レビューにより学術研究の動向に即して，特に重要なものを
取り上げ，研究費の助成をします。

注：（　）は継続課題で内数　　　〈　〉は転入者（配置換含む）の継続・新規課題で内数
　   〔　〕は転出者（出向含む）の継続・新規課題で内数

◎平成２９年度科学研究費助成事業採択状況

◎過去の受入状況 ---

種 目
年 度

基盤研究
（Ｂ）

基盤研究
（Ｃ）

挑戦的研究
（萌芽）

挑戦的
萌芽研究

若手研究
（Ａ）

若手研究
（Ｂ）

研究活動
ｽﾀｰﾄ支援 奨励研究 計

平成25年度 1（1） 4（2） 2（1）〔1〕 2（1） 9（5）〔1〕
平成26年度 1（1） 5（3） 3（1） 4（2） 13（7） 
平成27年度 5（4） 2（2） 4（3） 2（1） 1 14（10） 
平成28年度 7（3） 3（2） 1 4（2） 2（1） 17（8） 
平成29年度 9（6）  1 1（1） 1（1） 3（3） 2 17（11） 
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校 長 裁 量 経 費
　徳山高専では，研究推進及び教育支援において，幅広く教職員の意見を収集し，教育研究活動の活性化と質の
向上を図るとともに，校長のリーダーシップのもと，研究成果や外部資金の獲得に結実する取組みに対して積極的
な支援を行っています。
　平成２９年度の採択状況は，以下のとおりです。

（※研究代表者）

プ ロ ジ ェ ク ト の 名 称 プ ロ ジ ェ ク ト 担 当 者 期　間

模擬難聴システム・子音の明瞭度改善による難聴者の英語知覚向
上に関する研究

※情報電子工学科 宮㟢 亮一，
一般科目　宇野 直士，
中村 由哉（下関南総合支援学校），
北村 大地（東京大学）

平成29年度

実践的且つ創造的（付加価値創出＆最大化）機械技術者育成のた
めの機械設計法カリキュラムの調査・研究開発 機械電気工学科 大西 祥作 平成29年度

InGaN 系半導体における励起子多体効果の発現検証とその光機能
性の解明 情報電子工学科 室谷 英彰 平成29年度

ライフ・ライティングから見るハーマン・メルヴィルとその作品 一般科目 髙橋　愛 平成29年度

磁気インピーダンスセンサによる地磁気観測用磁力計の開発研究 ※機械電気工学科 北村 健太
郎，能勢 正仁（京都大学大学院） 平成29年度

地域の老朽化鋼橋における耐荷性能の検証と維持管理へのフィー
ドバック　～「あと●年」のニーズに応える～

※土木建築工学科 海田 辰将，
今井　努（周南市役所） 平成29年度

ばね 2 本で補剛されたＨ形鋼柱の弾塑性曲げねじれ座屈挙動に関
する研究

※土木建築工学科 劉　懋，
海田 辰将，城戸 將江（北九
州市立大学）

平成29年度

「英語を」教えるから「英語で」教えるへ
～ Extensive Reading/Listening （ER/L），Adaptive Learning 

（AL） ，Contents and Language Integrated Learning （CLIL） ，
Blended Learning （BL） を用いた「使える英語」教育カリキュラ
ムの開発～

※一般科目 髙橋　愛，天内 
和人 平成29年度

プロジェクト名 模擬難聴システム・子音の明瞭度改善による難聴者の英語知覚向上に関す
る研究

担当者 ※情報電子工学科 宮㟢 亮一，一般科目 宇野 直士，中村 由哉（下関南総合支援学校），
北村 大地（東京大学）

研究期間 平成29年度

研究成果の概要

　本研究プロジェクトは難聴者のための子音の明瞭度改善を目的としている。まず，既存の模擬難聴シ
ステムの調査を行い，オージオグラムを調整することで設定した聴力レベルに対応する信号を生成する
ことに成功した。また，信号中の子音と母音の高精度な識別を目的として，GPU を用いたディープラー
ニングの開発環境を構築した。今後は模擬難聴システムで作成した信号と難聴者の聞こえ方に差がある
のかを明らかにする。さらに，ディープラーニングを用いた母音・子音の識別によって，子音の明瞭度
を向上させる信号処理に繋げる。
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プロジェクト名 実践的且つ創造的（付加価値創出＆最大化）機械技術者育成のための機械
設計法カリキュラムの調査・研究開発

担当者 機械電気工学科 大西 祥作
研究期間 平成29年度

研究成果の概要

　本プロジェクトでは，機械設計に係る実践的且つ創造的業務が自ら出来る人材の養成・輩出を
するための機械設計法教授システムの開発・提供をする足掛かりとして新しいカリキュラムについ
ての調査と高専教育の現状把握を実施した。まず，B2B 並びに B2C 企業におけるものづくりプロ
セスの分析・整理を行い各プロセス要素における大まかな必要技術又はビジネス要素を拾い出し
た。一方，高専における機械設計法の教育内容をシラバスレベルで調査しほとんどの高専が専攻
科を含め機械要素の設計法しか教育していないことが確認できた。現在，高専における機械設計
法の教育に係る課題を深堀すべく全高専にアンケートを依頼中でありこの調査結果も踏まえ学外
競争的資金の獲得に向けてさらに調査・研究を進める予定である。

プロジェクト名 InGaN 系半導体における励起子多体効果の発現検証とその光機能性の解明

担当者 情報電子工学科 室谷 英彰
研究期間 平成29年度

研究成果の概要

　InGaN 系量子井戸構造において，変分法に基づいた数値計算によって励起子結合エネルギーを評価
した。その結果，室温において励起子が安定に存在できる条件が明らかにすることができた。さらに，
同様の計算によって励起子の空間的な拡がり（励起子ボーア半径）を明らかにし，励起子−励起子間の
相互作用の相対的な頻度を予測することができた。また，実際の InGaN 量子井戸構造においてレーザー
分光測定を行い基礎データの収集を行った。

プロジェクト名 ライフ・ライティングから見るハーマン・メルヴィルとその作品

担当者 一般科目 髙橋　愛
研究期間 平成29年度

研究成果の概要

　ハーマン・メルヴィル（Herman Melville）の生涯を検討しながら彼の文学について考察するた
め，本年度はメルヴィルに大きな影響を及ぼしたナサニエル・ホーソーン（Nathaniel Hawthorne）の
作品に注目をした。メルヴィルとの交際があった時期に書かれた『ブライズデイル・ロマンス』（The 
Blithedale Romance, 1852）を取り上げ，同時代のジェンダー規範に対するホーソーンの抵抗について
検討を行った。研究成果は日本ナサニエル・ホーソーン協会第 36 回全国大会（平成 29 年 5 月 19 日）
に口頭発表を行うとともに，『フォーラム』22 号（日本ナサニエル・ホーソーン協会）に掲載予定である。

プロジェクト名 磁気インピーダンスセンサによる地磁気観測用磁力計の開発研究

担当者 機械電気工学科 北村 健太郎，能勢 正仁（京都大学大学院）
研究期間 平成29年度

研究成果の概要

　磁気インピーダンス（MI）センサは，従来のフラックスゲート（FG）磁力計と同等の感度を持ちなが
ら，極めて小型かつ低価格を実現した磁気センサである。本研究は，これまで FG センサを利用して開
発されていた地磁気観測用の磁力計に対して MI センサを適応する試みを行った。H29 年度は，九州大
学の施設内で実際の地磁気観測を行い，従来の FG 磁力計と MI センサとの相互校正を試みた。その結
果，MI センサで計測した地磁気変動には，大きな温度ドリフト成分と短周期ノイズの重畳が確認され，
今後これらの補償方法に関する課題が明らかになった。
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プロジェクト名 地域の老朽化鋼橋における耐荷性能の検証と維持管理へのフィードバック
　〜「あと●年」のニーズに応える〜

担当者 土木建築工学科 海田 辰将，今井　努（周南市役所）
研究期間 平成29年度

研究成果の概要

　本プロジェクトでは，中国地方で供用中の老朽化鋼トラス橋（A 橋：ポニートラス，B 橋：曲弦プラッ
トトラス）について，腐食損傷調査と FEM による全橋解析を行った。A 橋については，復元設計に基
づく許容応力度計算（新設設計計算）を行って，腐食を考慮した簡易な応力評価まで実施した。作成し
た 3D 腐食マップから，曲弦ポニートラスの構造詳細に起因する深刻な腐食損傷が明らかとなり，これ
らは今後の維持管理や延命化の方針策定の基礎資料となる。
　また，解析結果から，実際の通行ニーズに対する腐食部材の安全率が推定され，橋梁の使用実情に
見合った形での供用方法（荷重制限レベルなど）を提案し，併せて点検や補修で注目すべき部材を耐荷
力の観点から明らかにした。

プロジェクト名 ばね 2 本で補剛されたＨ形鋼柱の弾塑性曲げねじれ座屈挙動に関する研究

担当者 ※土木建築工学科 劉　懋，海田 辰将，城戸 將江（北九州市立大学）
研究期間 平成29年度

研究成果の概要

　本研究では，圧縮力と強軸まわりの曲げモーメントを受ける，水平拘束ばねあるいは回転拘束ばねの
取り付いたＨ形断面柱材の曲げねじれ座屈荷重を算定した。水平拘束ばねと回転拘束ばねの両方を同
時に取り付けた場合，座屈モードがフルブレーシングになるための必要な水平ばね剛性と回転ばね剛性
の関係を示し，回転拘束ばね剛性が大きくなるにつれ座屈モーメントの値が大きくなることが分かった。
また，連続ばねと離散ばねを取り付けた場合の座屈荷重と補剛剛性の関係を示し，連続ばねと離散ばね
を同時に取り付けた場合の，曲げねじれ座屈荷重に対する相互効果を示した。

プロジェクト名

「英語を」教えるから「英語で」教えるへ
〜 Extensive Reading/Listening （ER/L），Adaptive Learning （AL），
Contents and Language Integrated Learning （CLIL），Blended Learning 

（BL） を用いた「使える英語」教育カリキュラムの開発〜
担当者 ※一般科目 髙橋　愛，天内 和人

研究期間 平成29年度

研究成果の概要

　新しい言語教育手法の１つである CLIL（Contents and Language Integrated Learning : 内容言語統
合学習）の実施を行うとともに，英語以外の科目に英語教育を取り入れるためのコンテンツの開発を目
指して教材の検討を行った。また，在校生に対して FGI（Focus Group Interview）調査を実施し，本
校の英語教育における問題点の分析を行った。本プロジェクトの成果は，J-CLILL 等の研究会で発表を
するとともに，本校のグローバル高専事業等の取り組みに反映される予定である。
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団体名／助成種目 研　　究　　題　　目 助成額
（千円） 氏　名

（公財）中国電力技術研究財
団／試験研究−（Ａ）

開口部を有する鉄筋コンクリート煙突の補強方法
に関する研究 ５２０ 原　 隆

（公財）中国電力技術研究財
団／試験研究−（Ｂ）

固化材を用いた地盤改良による鉄塔下の経済的な
防草施工 ５００ 桑嶋 啓治

（公財）ちゅうごく産業創造
センター／標準コース

安価で精密な温度制御可能な「自己加温制御型ス
テンレス箔ヒータ」の開発 １, ０００ 山田 健仁

（一財）新技術振興渡辺記念
会／科学技術調査研究助成

モンゴルにおける技術者高等教育プログラムに対
する支援方法の検討 ９００ 天内 和人

（公財）マツダ財団／事業助
成

AI 時代に対応するためにコンピュータを如意自
在に扱える人材を育成する小中学生を対象とした
IoT ブートキャンプ

１５０ 原田 徳彦

（公財）マツダ財団／事業助
成

みんなで参加！道路インフラの簡易点検・清掃体
験アクティビティ
～“しゅうニャン橋守隊”と共に～

１６０  海田 辰将

（一財）新技術振興渡辺記念
会／科学技術調査研究助成

インドネシアの技術者高等教育プログラムにおけ
る英語教育の検討 ８００ 髙橋　愛

公 募 助 成 金
◎平成２９年度公募助成金採択状況

◎過去の採択状況

学 科
年 度

一般科目 機械電気
工学科

情報電子
工学科

土木建築
工学科

教育研究
支援センター 計

H25 １ ２ ３ １０ ０ １６
H26 ２ ２ ２ ３ ０ ９
H27 １ １ ３ １ ０ ６
H28 ０ １ １ ４ １ ７
H29 ２ ２ ２ １ １ ８
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技 術 相 談 申 込 要 領

　相談申込書受理後，相談内容に最も適切と思われる相談員（教員）を選定した上で，相談日時等を連
絡します。
　申し込まれた相談内容に対して，お答えできる相談員が本校に在籍しない場合は，相談に応じられない
場合がありますのでご了承ください。

　申込書送付先及び問い合わせ先

　相談分野は次のとおりです。

（1） 科学技術相談　　（2） 地域交流相談　　（3） リフレッシュ教育相談
（4） 共同研究相談　　（5） 調査研究相談

　相談の申し込みは，「テクノ・リフレッシュ教育センター技術相談申込書」（様式１）に，相談内容をでき
るだけ具体的にご記入の上，下記の申込書送付先にＦＡＸでお送りください。
　また，本校ホームページ（http://www.tokuyama.ac.jp）から直接申し込みもできます。

をクリックすれば，メールにて技術相談の申し込みが行えますので，どなたでもお気軽にお申込みください｡

２．

3．

4．

5．

１．

ホームページ　　　　「産官学連携」　　　　　「技術相談」　　　　　「相談窓口」

※メールアドレス等の情報は，技術相談に対する回答等のために入手するものです。
　あらかじめ同意を得ることなく，この目的以外の利用はいたしません。

〒７４５-８５８５　周南市学園台
徳山工業高等専門学校総務課地域連携推進係
TEL  0834-29-6399・6227
FAX  0834-28-7605
E-mail　techno@tokuyama.ac.jp
URL  http://www.tokuyama.ac.jp

　徳山工業高等専門学校の名称を利用することのみを目的とする相談には応じられません。
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テクノ・リフレッシュ教育センター
技術相談申込書

申 込 年 月日

企業・団体名

役 職

連絡先住所

E - m a i l

回答希望年月日

所 属

氏 名

電 話 番 号

ＦＡＸ 番 号

平成　　年　　月　　日 平成　　年　　月　　日

相談事項

希望担当教員氏名

相談内容

次の事項について，ご確認の上，同意いただける場合は，□をご記入願います。

技術相談の経過において，担当教職員よりノウハウ等の提供を受けた場合，秘密保持
契約を締結することに同意する。
※同意いただけない場合，技術相談を実施することができないことがあります。

技術相談の経過又は結果，担当教職員の寄与により知的財産が生じた場合，当校へ
書面にて通知することに同意する。
※同意いただけない場合，技術相談を実施することができないことがあります。

秘 密 保 持

知的財産の取扱い

相談担当者氏名

記入者氏名：

相 談 年 月 日

相
談
結
果

平成　　年　　月　　日

受 付 番 号

受 付 年 月 日 平成　　年　　月　　日

No.

申込書送付先：〒７４５－８５８５
山口県周南市学園台
徳山工業高等専門学校
総務課地域連携推進係
TEL：（0834）29-6399
FAX：（0834）28-7605
URL：http://www.tokuyama.ac.jp
E-mail：techno@tokuyama.ac.jp

（様式１）
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月 日 事　　　　　　　　　　項 場　　所　　等

4.21 春の周南パラボラ会参加 周南市／ピピ 510

4.22 科学技術週間徳山高専実験教室
「電磁気実験工作～電気と磁気の関係～」 徳山高専／物理実験室

5.22 第 1 回学校運営協議会出席 周南市／周陽中学校

5.19 徳山高専テクノ・アカデミア役員会 徳山高専／大会議室

5.23 周南新商品創造プラザ総会及び第 1 回プラザ出席 周南市／東ソークラブ

5.31 中国地域産学官連携コンソーシアム運営会議出席 岡山市／岡山大学

6.12 徳山高専テクノ・アカデミア総会 周南市／遠石会館

6.13 第４２回三者連携協力推進会議 周南市／徳山大学

6.19～20 周陽中・自学サポートプラン 周南市／周陽中学校

7.16 サイエンスアカデミー「作って学ぼうＬＥＤの仕組み」 防府市／防府市青少年科学館

7.21 徳山高専テクノ・アカデミア技術セミナー
「地域づくりを支えるプロジェクト」 徳山高専／メディアホール

7.22
第２９回夏休みジュニア科学教室

「単振り子を使って重力加速度の大きさを調べてみよう」
「アンビリーバブル！−地盤（土）の不思議を体験しよう−」

徳山高専／演習室・多目的研修室

7.22 サイエンスアカデミー「金のスプーンと銅のスプーン」 防府市／防府市青少年科学館

7.27 公開講座「電卓を使って数学を楽しんじゃおう！」 徳山高専／ＩＣＴ教室

8.3 徳山高専テクノ・アカデミア特別セミナー
「徳山高専出身技術者のための地方創生活躍構想の展開」 徳山高専／大会議室

8.3 サイエンス・ピクニック～小学生のためのコンピュータがいっぱい 徳山高専／開発型電算機室等

8.8 平成２９年度徳山工業高等専門学校大学教育再生加速プログラム
（AP）事業評価委員会 徳山高専／大会議室

8.18 公開講座「 格安ユニットとＭＤＦ板で自分だけの小型スピーカーをつ
くろう！」 徳山高専／ＩＣＴ教室

8.19 周南ロボコン２０１７「ロボット製作教室」 徳山高専／地域共同研究室

8.21 周南ロボコン２０１７「ロボット製作教室」 周南市／櫛浜公民館

8.21～23 平成２９年度全国高専フォーラム 長岡市／長岡市シティーホール
プラザ

8.24 周南ロボコン２０１７「ロボット製作教室」 周南市／学び・交流プラザ

8.26 周南ロボコン２０１７「ロボット製作教室」 徳山高専／地域共同研究室

8.27 周南ロボコン２０１７「ロボット製作教室」 徳山高専／地域共同研究室

8.29 周南ロボコン２０１７「ロボット製作教室」 周南市／須々万公民館

8.29 水素関連産業創出　勉強会 周南市／周南市地方卸売市場　
水素学習室

9.5～6 徳山高専テクノ・アカデミア会員企業バス見学ツアー 周南市，下松市，田布施町

9.14 第 9 回山口県産業技術振興奨励賞選考委員会 山口市／県庁商工労働部会議室

平成２９年度（２０１７年度）

センター主要日誌
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月 日 事　　　　　　　　　　項 場　　所　　等

9.21 徳山高専テクノ・アカデミア技術セミナー「最先端の統計的音声処理」 徳山高専／第 2 スタジオ型演習
室

9.22 徳山高専合同企業研究会 徳山高専／メディアホール等

9.26 やまぐち事業化支援・連携コーディネート会議出席 山口市／山口県立大学

10.4～6 アグリビジネス創出フェア２０１７出展 江東区／東京ビッグサイト

10.5 第 6 回さんさんコンソコーディネータ会議出席 岡山市／岡山コンベンションセ
ンター

10.7～8 公開講座「中・高連携バレーボール教室」 徳山高専／第 2 体育館

10.11 第４３回三者連携協力推進会議 徳山高専／大会議室

10.26 「製造業における IoT 活用」セミナー 宇部市／県産業技術センター

10.28 やまぐち総合ビジネスメッセ２０１７出展 周南市／キリンビバレッジ周南
総合スポーツセンター

11.4 周南ロボコン２０１７「運び屋と狙撃手」 徳山高専／第 2 体育館

11.11～12 KOSEN ハッカソン＠函館参加 茅部郡／グリーンピア大沼

12.7 中小企業知的財産活動支援事業費補助金 特別講演 徳山高専／メディアホール

12.10 周南ゆめ物語～かがくスクウェア～
「コンピュータによるイルミネーションとパズル＆簡単工作」出展 下松市／ザ・モール周南等

12.15 平成２９年度中国地区テクノセンター長等会議 宇部市／宇部高専　会議室

12.23 公開講座「プログラミング入門～ Scratch による初級プログラミング」 徳山高専／電子工学実験室

12.25 大学教育再生加速プログラム（AP）合同シンポジウム 山口市／ YIC studio2 講堂

1.5 公開講座「 英語講座（中学英語の復習）−重要ポイントをしっかりマ
スターしよう！」 徳山高専／演習室

2.2 徳山下松港 長大橋プロジェクト～コンセプト編～成果発表会 徳山高専／メディアホール

2.16 冬の周南パラボラ会参加 周南市／ピピ 510

2.20～21 周陽中・自学サポートプラン 周南市／周陽中学校

3.8 平成２９年度「やまぐち事業化支援・連携コーディネート会議」
幹事会 宇部市／山口大学

3.9 第４４回三者連携協力推進会議 周南市／徳山大学

3.13 徳山高専出前授業 周南市／熊毛中学校

3.24～25 公開講座「IoT ブートキャンプ（ビギナーコース・アドバンスコース）」 徳山高専／電子工学実験室等

3.26 中小企業知的財産活動支援事業費補助金 特別説明会 徳山高専／大会議室
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区 分 開　催　日 審　　　議　　　事　　　項　　　等

１回 平成29年 4月 7日（金）
 （出席者11名）

協議事項
1. 平成２９年度テクノセンター活動計画（案）について
2. 平成２９年度テクノ・アカデミア会員企業について
3. 平成２９年度テクノセンター利用願について
4. 講演依頼について
5. 平成２９年度中小企業知的財産活動支援事業費補助金への応募について

報告事項
1. 平成２９年度テクノセンター運営体制について
2. 平成２９年度スケジュールについて

２回 平成29年 5月12日（金）
 （出席者 8名）

協議事項
1. 平成２９年度テクノ・アカデミア役員会資料について
2. 平成２９年度テクノ・アカデミア総会について
3. 平成２９年度地域貢献事業について
4. 平成２９年度合同企業研究会参加について
5. 平成２９年度やまぐち総合ビジネスメッセへの出展について

３回 平成29年 6月 9日（金）
 （出席者 8名）

協議事項
1. 平成２９年度テクノ・アカデミア総会資料について
2. 平成２９年度合同企業研究会について
3. 授業参観週間のパネル展示について
4. 第９回山口県産業技術振興奨励賞の推薦について

報告事項
1. テクノ・アカデミア入会申込みについて

４回 平成29年 6月26日（月）
 （出席者10名）

協議事項
1. 技術セミナーについて
2. 特別セミナーについて
3. アカデミア企業見学バスツアーについて
4. 合同企業研究会について
5. アカデミア企業訪問について

５回 平成29年 7月18日（火）
（出席者 9名）

協議事項
　1. アカデミア企業見学バスツアーについて
　2. 合同企業研究会について
　その他

平成２９年度（２０１７年度）

１．会議の開催回数及び議題

センター運営会議の開催状況
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区 分 開　催　日 審　　　議　　　事　　　項　　　等

６回 平成29年 8月30日（水）
  （出席者 8名）

協議事項
　1. アカデミア企業見学バスツアーについて
　2. 合同企業研究会について
　3. 石巻ハッカソン in 周南市について
　4. アカデミア会費納入状況について

報告事項
　1. 技術セミナーについて
　2. アカデミア会員の退会について
　その他

７回 平成29年 9月29日（金）
 （出席者10名）

協議事項
　1. やまぐち総合ビジネスメッセ出展について
　2. 産学交流会について
　3. ポスター掲示用レールの教室への設置について

報告事項
　1. アカデミア企業見学バスツアーについて
　2. 合同企業研究会について

８回 平成30年 1月10日（水）
 （出席者11名）

協議事項
　1. 平成３０年度地域貢献事業の依頼について
　2. 平成２９年度テクノセンター利用願について

９回 平成30年 2月20日（火）
  （メール審議）

協議事項
　1. 平成２９年度テクノセンター利用願について

10 回 平成30年 3月29日（木）
  （出席者 9名）

協議事項
　1. 平成２９年度テクノ・アカデミア事業活動について
　2. 平成３０年度中小企業知財活動支援事業費補助金への応募について
　3. 平成３０年度テクノセンター利用願について
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編集後記

山田　健仁（情報電子工学科）
大西　祥作（機械電気工学科）
目山　直樹（土木建築工学科）
長戸　喜隆（一　般　科　目）
飛車　来人（機械電気工学科）
髙山　泰博（情報電子工学科）
浦上美佐子（情報電子工学科）
中川　明子（土木建築工学科）

中村　金良
野﨑　勝美
関谷　直樹

セ ン タ ー 長
副センター長兼参事
　 〃 　
参 事
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
　 〃 　
教育研究支援センター
技 術 長
産学官連携コーディネーター
総 務 課 長
総務課地域連携推進係

テクノ・リフレッシュ教育センター
（平成２９年度）

テクノ・リフレッシュ教育センター副センター長　目山　直樹

　テクノ・リフレッシュ教育センターは平成３０年度に２５年目を迎えます。四半世紀の道のりは，着
実に地域の中に浸透してきたという面と，まだまだ十分に地域の産業界に認知されておらず，十分に
活用されていないのではないかという思いがあります。平成２９年度は，徳山高専テクノ・アカデミア
も２０周年を迎え，記念事業に取り組みました。会員企業はじめ，関係のみなさまには，ご協力いただき，
まことにありがとうございました。

　「長く歩いた者だけが遠くに行くことができる。」
　ここ数年，私の心をとらえている言葉です。

　四半世紀の道のりも，じつに，一歩一歩の積み重ねであります。長く歩いた者というには，まだまだ
時日が足りないかもしれませんが，最初の一歩がなければ，次の数歩は歩めないのです。テクノ・リフ
レッシュ教育センターでは，徳山高専と地域のみなさま方が手をとりあって，新たな一歩を歩ませてい
ただきたいと願っております。
　そのためには，徳山高専のシーズと産業界や地域社会のニーズをつなぎ，新しい方向性，新たな「知」
に発展させ，産業の「実」を結ばせていくことが求められます。
　平成３０年度も，私どもは，産官学連携，地域生涯学習，テクノ・アカデミア事業の各分野において，
継続的，かつ，多面的な活動の展開を図ってまいる所存です。みなさまのご指導，ならびにご協力を賜
り，新たな「知」を一緒に生み出したいと願っております。そして，長く歩いた者だけがより遠くに行
けることを，みなさまと体現させていただきたいと存じます。
　末筆ながら，年報への寄稿，編集に関わられたみなさまに感謝を申し上げます。




